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࢙࢘トࣇࢯ ・ STRUCTURE 2.3.4(Pritchard et al.2000)を用い、㑇ఏᏊᆺሗを用いてࢧンࣝࣉがいくつの分㞟ᅋに分かれ

るかを᥎定した。⦪㍈は個体がྛࣛࢡスࢱーにりられる確⋡、ᶓ㍈は個体、1 色が 1 つの分㞟ᅋを⾲す。 
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Step 㼀㼑㼙㼜㼑㼞a㼠㼡㼞㼑 㼀㼕㼙㼑

1 㻥4䉝 2:00
2 㻥4䉝 0:30

㻭㼚㼚㼑㼘㼕㼚g
㼀㼑㼙㼜㼑㼞a㼠㼡㼞㼑

㻔⾲1. 㼀㻹㻕
0:30

㻣2䉝 0㻦45䈜1
3 㻣2䉝 10:00
4 4䉝 㻔㼟㼠㼛㼞㼑㻕

㸲)ලయⓗࢱ࣮ࢹ࡞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾲ 1．SSR ࡧーカーの特ᚩおよ࣐ PID-sibling による

有用性のホ౯ 
 
 

・ Multiplex は、一ᅇの PCR で複数の㑇ఏᏊᗙをቑᖜさせるᡭἲを⾲す。  
・ PID-sibling は個体の㑇ఏᏊᆺが同一のࢡローンである可能性を示し、 

複数の㑇ఏᏊᗙを✚⟬して⟬ฟした್が 0.001 を下ᅇれࡤそこまでのᗙ

を用いて個体識別が可能とされる(ࢧンࣝࣉ 1000 個体୰にࢡローンが 
1 個体以下しかᏑᅾしないことを⾲す)。 

図 2．STRUCTURE によるᆅᇦ個体⩌間㑇ఏᵓ㐀の᥎定結果 

図 1．㑇ఏ㊥㞳 DA(Nei.1983)を用いた⣔⤫ᶞస図結果 
 ・ 図 1 と図 2 は同ࡌデーࢵࢭࢱト(ࢧンࣝࣉ数の多かった㟼ᒸ㞟ᅋからは 10 個体をᢳฟ)を用いた。 

・ ⣔⤫ᶞはᆅᇦ㞟ᅋを反ᫎした 4 つのࣛࢡスࢱーを示した。 

 

⾲ 2．ྛ SSR ーカーの࣐

PCR 反応設定 
 
 

ᾏ㐨⏤᮶のಶయ 

ᐑᓮ⏤᮶のಶయ

 

ᒱ㜧⏤᮶のಶయ 

㟼ᒸ⏤᮶のಶయ 
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⾲ 1．SSR ࡧーカーの特ᚩおよ࣐ PID-sibling による

有用性のホ౯ 

・�Multiplex は、一ᅇの PCR で複数の㑇ఏᏊᗙをቑᖜさせるᡭἲを⾲す。�

・�PID-sibling は個体の㑇ఏᏊᆺが同一のࢡローンである可能性を示し、 
複数の㑇ఏᏊᗙを✚⟬して⟬ฟした್が 0.001 を下ᅇれࡤそこまでのᗙ

を用いて個体識別が可能とされる(ࢧンࣝࣉ 1000 個体୰にࢡローンが 
1 個体以下しかᏑᅾしないことを⾲す)。 

図 2．STRUCTURE によるᆅᇦ個体⩌間㑇ఏᵓ㐀の᥎定結果 

図 1．㑇ఏ㊥㞳 DA(Nei.1983)を用いた⣔⤫ᶞస図結果 
・�図 1 と図 2 は同ࡌデーࢵࢭࢱト(ࢧンࣝࣉ数の多かった㟼ᒸ㞟ᅋからは 10 個体をᢳฟ)を用いた。 
・�⣔⤫ᶞはᆅᇦ㞟ᅋを反ᫎした 4 つのࣛࢡスࢱーを示した。 
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30cycleͤ2 

ͤ1. ただし、 
BM203、BM3628、BM4107、
TGLA53、 
BM6438、CSSM019、setC は 1:00、 
Cervid14 は 2:00 にて行った 
ͤ2. ただし、 
BM203、BM3628、BM4107、
TGLA53、 
BM6438、CSSM019、setC は

32cycle、 

４）ල体的なデーࢱ
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 ࡵࡌࡣ

 

シカによる᳃ᯘ⿕ᐖは῝้な問㢟となっています。⿕ᐖは人工ᯘだけでなくኳ↛ᯘもᣑ大

し、ᅜྛᆅで植生のᔂቯࡸᅵተὶஸが㉳きています。シカによる᳃ᯘ⿕ᐖは、ᯘᴗ生に大き

なጉࡆとなるのはもとより、生≀多ᵝ性のಖにも大きなᙳ響をཬࡰし、下ᒙ植生のᾘኻによる

ᅵ◁ᔂቯの༴はᅜᅵಖୖの問㢟ともなっています。 

⌧ᅾ、⿕ᐖ㜵㝖、個体⩌⟶理、生息ᆅ⟶理を３つのᰕとする⥲ྜ⿕ᐖ対⟇がᐇされており、

特にᯘᴗでは、個体⩌⟶理に㔜点をおいた対⟇が求められています。一᪉、⊁⊟⪅には数の減ᑡ

と高㱋化が同時に進行しており、ᑗ᮶にྥけたᣢ⥆的なシカ捕獲に大きなᏳᮦᩱとなっていま

す。 

このよ࠺な≧ἣに対処するため、ᖹ成 22㹼25年度まで農ᯘỈ⏘┬によるࠕ᪂たな農ᯘỈ⏘ᨻ

⟇を᥎進するᐇ用ᢏ⾡㛤発ᴗ（⌧、農ᯘỈ⏘ᴗ・食品⏘ᴗ⛉学ᢏ⾡研究᥎進ᴗ）ࠖとして

ࢡ࢙ロジࣉᯘᴗ⿕ᐖ軽減のためのニホンジカ個体数⟶理ᢏ⾡の㛤発ࠖがᐇされました。このࠕ

トは、ఏ⤫的な⊁⊟᪉ἲとは異なる᪂たな個体数⟶理ᢏ⾡を㛤発し、その効果と有用性を᳨ド

し、ィ⏬的な㐠用に必要なሗ処理ᢏ⾡を㛤発することを┠的とし、個体数⟶理のための捕獲シ

ステムの㛤発、個体数⟶理のためのホ౯ᡭἲの㛤発、個体数⟶理のためのィ⏬ᡭἲの㛤発の 3つ

の研究ㄢ㢟を設定しました。ㄢ㢟ྡから㐃されるよ࠺に、これからのシカ⟶理は、分野のࣉ

ロジࢡ࢙ト同ᵝ、ࠕィ⏬（Plan）ࠖЍࠕᐇ行（Do）ࠖЍࠕホ౯（Check）ࠖЍࠕᨵၿ（Act）ࠖか

らなる PDCAࢧイࣝࢡにἢって進行⟶理する必要があります。 

個体数⟶理のための捕獲システムの㛤発ࠖでは、ᑡ人数で、Ᏻで、効⋡よくシカを捕獲すࠕ

るために、野生ジカの行動をไᚚしながら誘引し࣓ス⩌のみを対㇟として⩌れのࣜーࢲーから取

り㝖く、とい࠺᪂しいᢏ⾡を㛤発しました。ࠕ個体数⟶理のためのホ౯ᡭἲの㛤発ࠖでは、誘引

と≺ᧁを⤌みྜわせてᐇ㝿に捕獲を⧞り㏉し、個体数の減ᑡにより᪂植ᆅの食ᐖが軽減すること

をᐇドし、捕獲個体にも↓用のストࣞスをえないྜ理的な捕獲᪉ἲであることを明らかにしま

した。ࠕ個体数⟶理のためのィ⏬ᡭἲの㛤発ࠖでは、㔜点的に捕獲を進める場所を選定するた

め、GISの✵間⿵ἲによりシカᐦ度分ᕸ図をస成するᢏ⾡を㛤発し、⡆౽なࢡࢵ࢙ࢳシートに

より植生に対するシカのインࢡࣃトをᗈᇦに▷時間で調査するᡭἲを㛤発しました。 

後は、᳃ᯘᩚഛᴗとシカ捕獲ᴗを一体化させて同時進行させ、より効果的なシカ⟶理を

┠ᣦしてᢏ⾡㛤発をおこなっていきたいと⪃えています。 

本ࣉロジࢡ࢙トᐇにあたってࡈᨭࡈ༠ຊいただきました数多くのᶵ㛵、ᅋ体、個人のⓙᵝ

にᨵめてཌくᚚ♩⏦しୖࡆます。 

 

ᖹ成 26年 2᭶ 

 

研究௦⾲⪅   ᳃ᯘ⥲ྜ研究所 研究コーデࢿーࢱ ᑠἨ ㏱
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1－（㸯）小課題名 

「ᗈᇦ✵㛫ࡿࡅ࠾࣮ࣝࢣࢫシカᐦᗘศᕸ᥎ᐃἲの開発」 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所州ᨭ所 近⸨ὒྐ 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所     ᑠἨ ㏱ 

１）研究の進捗結果 

ᖹ成 22 年度には、⇃本┴とᐑᓮ┴のシカ生息ᐦ度ሗのデー࣋ࢱースをᵓ⠏した。ᐑᓮ┴の

シカ生息ᐦ度調査は、⇃本┴のよ࠺に┴を一ᩧに調査するのではなく、5 ᆅᇦに༊分して 5 カ

年で┴内を調査するとい࠺᪉ἲであり、ᆅᇦࡈとに調ᩚの必要があることが明らかになった。ᖹ

成 23 年度には、⊁⊟捕獲、有ᐖ捕獲、⮬↛ቑ加⋡を⪃៖した生息ᐦ度調ᩚࣔデࣝをస成し、ᐑ

ᓮ┴のシカ生息ᐦ度デー࣋ࢱースに対して調ᩚを行った。また、大分┴の生息ᐦ度デー࣋ࢱース

をᵓ⠏した。ᖹ成 24 年度には、このシカ生息ᐦ度調ᩚࣔデࣝを用して、⚟ᒸ┴およࡧ㮵ඣᓥ

┴について、2010 年度をᇶ‽としたシカ生息ᐦ度デー࣋ࢱースをᵓ⠏した。また、これまでに

ᵓ⠏した⇃本┴、ᐑᓮ┴、大分┴のデー࣋ࢱースも 2010 年度をᇶ‽に調ᩚした。ᖹ成 25 年度に

は、2010 年度ᇶ‽の⚟ᒸ┴、⇃本┴、大分┴、ᐑᓮ┴、㮵ඣᓥ┴のシカ生息ᐦ度デー࣋ࢱース

から、生息ᐦ度分ᕸをゎᯒし、シカの生息༊ᇦの生息ᐦ度分ᕸࣉࢵ࣐をస成した。 

２）成果の内容 

１．௵意の年度のシカ生息ᐦ度分ᕸのᢕᥱを可能にするࣔデࣝを㛤発した（図 1）。これによっ

て、同一┴内で調査時期の異なるᆅᇦがᏑᅾする場ྜにおいても、┴内ᇦを、௵意の年度の生

息ᐦ度分ᕸを示すことが可能になった。 
２．州ᆅ᪉でシカが生息する⚟ᒸ┴、⇃本┴、大分┴、ᐑᓮ┴、㮵ඣᓥ┴それࡒれの、2010
年度をᇶ‽としたシカ生息ᐦ度分ᕸを明らかにした（図 2）。 
３．2010 年度をᇶ‽とした州ᆅ᪉の複数┴を対㇟としたᗈᇦのシカ生息ᐦ度分ᕸࣉࢵ࣐をస

成した（図 3）。これまで、シカ生息ᐦ度調査が┴大意でᐇされていたため、シカ生息ᐦ度が

高くなっている┴ቃ部ࡸ┴を㉸えたᆅᇦのシカ生息ᐦ度分ᕸのᢕᥱはできなかった。図 3 によっ

て、州ᆅ᪉のシカ生息ᆅᇦにおける、┴ቃを㉺えたᗈᇦのシカ生息ᐦ度分ᕸが明らかになっ

た。 

３）成果の活用面・留意点 
シカ生息ᐦ度分ᕸࣉࢵ࣐をస成することにより、㛵ಀする᪉ࠎでሗをඹ有することが容᫆に

なるとᛮわれる。特に、これまでシカ生息ᇦの୰᰾とい࠺べき┴ቃ部でሗが㊊するとい࠺

ែが生ࡌていたが、ᅇ、స成したᗈᇦの分ᕸࣉࢵ࣐を用することで、┴ቃを㉺えたᗈᇦのシ

カ⟶理の対応が可能になる。また、シカ生息ᐦ度ࣉࢵ࣐は、⿕ᐖの発生しࡸすいシカᐦ度の高

い場所をࢨࣁーࣉࢵ࣐ࢻのよ࠺にして᳃ᯘ所有⪅に提示し、対⟇の必要性をႏ㉳する࠺えで有用

であると⪃えられる。シカ生息ᐦ度は、捕獲などによってኚ動するので、定期的にࣔニࣜࢱング

していくことが㔜要である。 

2 
 

༢位

shika-p1-24-cs6.indd   2 2014/02/03   9:50:35



４）ල体的なデーࢱ 
 
 
 
 
 
 
   2005 年度     2006 年度      2007 年度 
図 1．ᐑᓮ┴の 2005 年度から 2007 年度のおけるシカ生息ᐦ度分ᕸの᥎⛣ 
 
 
 
 
 
 
 

⚟ᒸ┴          ⇃本┴             大分┴ 
 
 
 
 
 
 

ᐑᓮ┴         㮵ඣᓥ┴ 
図 2．州ᆅ᪉でシカが生息するྛ┴を༢位とした 2010 年度のシカ生息ᐦ度分ᕸ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3．2010 年度をᇶ‽とした州ᆅ᪉複数┴のᗈᇦシカ生息ᐦ度分ᕸ 

シカ生息༊ᇦを対㇟とした生息ᐦ度分ᕸを示す

シカ生息ᐦ度（㢌/km2） 

シカ生息ᐦ度（㢌/km2） 

シカ生息ᐦ度（㢌/km2） 
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1－（２）小課題名 

「シカᤕ⋓ໃຊのຠ⋡ⓗ㓄⨨のたࡵのᤕ⋓シ࢜ࣜࢼのసᡂ」 

⇃本┴ᯘᴗ研究ᣦᑟ所 ᮧ高ᗈ 

           ᘅ▼ 

１）研究の進捗結果 

 ᖹ成 23 年度までは、⇃本┴におけるシカ生息ᐦ度調査ሗ、許可捕獲による捕獲ሗ࿌⚊ཬࡧ

⊁⊟による捕獲ሗ࿌⚊の✵間デーࢱをᩚഛし、GIS を用いて 5Km シࣗẖに㞟ィしてその分ᕸࢵ࣓

を可ど化した。24 年度から、シカ生息ᐦ度の低下がみられたᆅᇦを対㇟として捕獲ᚑ⪅ཬࡧ

行ᨻᢸ当⪅の⪺き取り調査を行い、捕獲のᐇែࡸ⟇内容等についてሗを㞟した。25 年

度には、⪺き取り調査により得られたሗをᩚ理して、シカ捕獲の成ྰに㛵わる࢟ーワーࢻを明

らかにした。 

２）成果の内容 

１．⪺き取り調査により得られたሗを分ᯒし、シカ捕獲の成ྰは捕獲ᚑ⪅のࠕ㉁的な⇍度ࠖ

とࠕ体性ࠖࠕᑓᚑ性ࠖの度ྜいにかかっていることを明らかにした（図 1、2）。 

２．⇃本┴ᯘᴗ研究ᣦᑟ所ᴗົ発⾲会等において研究結果をබ⾲した。にᇶ࡙き⡆₩な࢟ー

ワーࢻをᥖࡆたㄝ明に対し、多くの行ᨻ㛵ಀ⪅から㛵ᚰが得られた。 

３）成果の活用面・留意点 
 近᥋したᆅᇦであっても、ᕷ⏫ᮧẖに⊁⊟⪅の⦖ᙇり意識のあり᪉ࡸ捕獲ᡭẁの選択に大きな

違いがぢられた。⦖ᙇり等の⊁⊟័行は必ずしもྰ定されるものではないが、それにᙉい性

がྵまれる場ྜは、捕獲体ไのๅ᪂ࡸ᪂しい捕獲ᢏ⾡をᑟ入する㝿にはᢠࡸᦶ᧿が生ࡌること

もᠱᛕされる。ᆅᇦにおけるྜ意ᙧ成をに進めるには、ᆅᇦẖの⊁⊟័行について、その内

容ࡸᙧ成㐣⛬を理ゎしておく必要があると⪃えられる。 

 

4 
 

shika-p1-24-cs6.indd   4 2014/02/03   9:50:36



４）ල体的なデーࢱ 

⦖ᙇりがᙉい

合ពᙧᡂしにくい

ᤕ⋓にᾘᴟ的

᪤Ꮡのᯟ⤌みをά用

ᤕ⋓ሗዡ㔠

⦖ᙇりが䜖るい

合ពᙧᡂし䜔䛩い

ᤕ⋓に✚ᴟ的

ᤕ⋓ᐇ⦼をᥦ♧

ᤕ⋓ሗዡ㔠

᪤Ꮡのᯟ⤌みとは␗なるᑐ⟇

ᑓᚑ的なᤕ⋓⤌⧊

䠙

地域のຊを㞟⣙䛩る掛䛡

食⫗ຍ工タ

䠙

ᤕ⋓ᩘの⥔ᣢ・ቑຍ
地域ෆへのἼ及

ᤕ⋓ᩘのቑຍ

ᮌᮧ 人ྜྷᕷయᛶ ᑓᚑ

 

図 1．⪺き取り調査結果の要⣙ 

 

せⅬ

地域ఫẸ・⊁⊟⪅に య的 に動いて䜒ら䛖⤌

み䛵くりが䛖まくいった。

ᑓᚑ的 にά動䛩る⤌⧊をつくり、地域を䝸ー䝗

さ䛫るྲྀり⤌みが䛖まくいった。

または

ᤕ⋓ά動のάᛶ

ಶయ⩌⟶⌮に手ᛂ䛘

ᢏ⾡の⩦⇍ᗘ㧗い
ពḧ的である

 

図 2．⪺き取り調査から得られた࢟ーワーࢻ 
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1－（㸱）小課題名 

「シカ⓶⿕ᐖのᐇែゎ᫂発⏕せᅉのゎᯒ」 

長野┴ᯘᴗ⥲ྜࢭンࢱー ᒸ田ᘯ 

長野┴ᯘົ部       ᑠᒣὈᘯ１） 

（１）๓長野┴ᯘᴗ⥲ྜࢭンࢱー） 

１）研究の進捗結果 

 ᖹ成 22 年度は、長野┴のシカの生息分ᕸとゅこすりをྵめたᶞᮌ⓶の発生≧ἣを明らかに

した。その成果を受けて、23 年度は、要㐀ᯘᶞ種であるスࣄ、ࢠノ࢟、カࣛࢶ࣐の⓶食ᐖ

のႴዲ性の違いとኳ↛性ᶞᮌと㐀ᯘᶞᮌの⓶Ⴔዲ性の㡰位比較を進め、ࣄノ࢟の⓶Ⴔዲ性が

高く、⓶⿕ᐖࣞࣝ࣋のᇶ‽となることなどを明らかにした。24 年度は、立ᮌࢧイズの違いに

よる⓶のႴዲ性の違いを明らかにし、ࣄノ࢟などの㐀ᯘᶞ種ࡸኳ↛性ᶞᮌの⓶⿕ᐖ⛬度、ࢧ

シートをస成した。また、㐀ᯘࢡࢵ࢙ࢳ㢮の食ᐖ⛬度、立ᆅ⎔ቃ等をᇶ‽とするシカᐦ度のࢧ

ᶞ種の⓶によるኚ色の進行などに違いがあることを明らかにした。25 年度は、⌧ᆅにおける

、シートによるホ౯とシカᐦ度との㛵ಀを確認し、シートのᐇ用性を高めるとともにࢡࢵ࢙ࢳ

⿕ᐖᶞ種別の⿕ᐖᮌの取りᢅい᪉ἲを取りまとめた。 

２）成果の内容 

1．長野┴では、シカが生息するほࡰᆅᇦで⮬↛植生をྵめたᶞᮌにゅこすりをྵࡴ⓶が発

生していた。⓶⿕ᐖは、生息ᐦ度が高くなると⓶食ᐖがቑ加し、その発生は、3㹼6 ᭶のᶞ

⓶がけࡸすい時期に多いことを明らかにした（図１）。 
3．⓶⿕ᐖによるᮦ部のᙳ響は、ᶞ種ではカࣛࢶ࣐、⓶ᙧែでは⓶食ᐖでኚ色などが᪩

く進行することが明らかになった（⾲１）。 

4．シカの⓶Ⴔዲ性は、要㐀ᯘᶞ種の୰ではࣄノ࢟が高く、⿕ᐖࣞࣝ࣋のᣦᶆᇶ‽となるこ

とを明らかにした（⾲２）。同一ᶞ種のႴዲ性では、⬚高┤ᚄの⣽い立ᮌが高かった（図２）。 
4．ኳ↛性ᶞᮌの⓶およࢧࢧࡧ㢮の᥇食も、㐀ᯘᶞ種とのႴዲ性比較などから⿕ᐖࣞࣝ࣋のᣦ

ᶆᇶ‽にできることを明らかにした（⾲３）。 

5．シカᐦ度の多ᐻを調査するための⓶などのシカ㊧ࢡࢵ࢙ࢳシートをస成して、ヨ行

調査をᐇし、調査結果は༊⏬ἲでの生息ᐦ度とほࡰ一⮴した。 

6．ᶞ種別の⿕ᐖᮌཬࡧ⿕ᐖᯘ分の取りᢅい᪉ἲを⓶⿕ᐖのᙳ響の違いをᇶに提した。 

３）成果の活用面・留意点 
ᶞᮌの⓶などのシカ㊧ࢡࢵ࢙ࢳシートによる調査は、ᯞⴥ食ᐖで༊別できないカࣔシカ

が同所的に生息するᆅᇦでも用可能で、まだ༊⏬ἲなどの生息≧ἣ調査が進んでいないᆅᇦで

も生息≧ἣをホ౯して、⿕ᐖ対⟇をィ⏬することに用できる。また、長野┴内では、ᒣᴗ

ィ⏬の調査、༊⏬ἲなどの生息≧ἣ調査の⿵的調査として用されはࡌめている。用ୖのㄢ

㢟として、⓶ᙧែの違いなどを示した⿵㊊㈨ᩱのᐇなどがᣲࡆられる。また、⓶⿕ᐖᯘ分

の取りᢅいでは、シカᐦ度の多ᐻだけでなく、┠ᶆとするᯘ種ࡸ⿕ᐖ発生からの⤒㐣年数も⪃៖

し、対⟇の㐺ษな⤌ྜせを行࠺㸩ことが㔜要である。
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４）ල体的なデーࢱ 
⾲１䠊ᶞ種別の⓶≧ἣ調査結果 
 
 
 
 
 
 

図 1．༊⏬ἲ生息ᐦ度と 
 ⓶食ᐖ⋡の㛵ಀ࢟ノࣄ

 
⾲２䠊ྠ୍ㄪᰝ地に䛚䛡る㐀林ᶞ✀の⓶の有無 
 
 
 
 
  マン・ホイットニ U 検定 p<0.05    マン・ホイットニ U 検定 p<0.10 

 

⾲３䠊䝠䝜キ䜘り⿕ᐖ率の㡰ᖹᆒⅬがୖのᶞ✀（10 ㄪᰝ地௨ୖ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ᅗ２䠊㞄᥋䛩る䝠䝜キ㐀林地の⓶⿕ᐖⓎ生≧ἣ 
  

 㡰 ᶞ✀ 㡰ᖹᆒⅬ 㡰 ᶞ✀ 㡰ᖹᆒⅬ

1 䢐ﾏ䡯䢕ｼ 2.18 7 ﾄﾈ䢔䡶㢮 6.78

2 䢔䡪䡯䢈ﾞ 3.42 8 ﾉ䢔䡯ﾂｷﾞ 7.15

3 ﾄﾞｲﾂﾄ䡯䢇 3.92 9 䡯ﾗｼﾞ䢗䢏䢌 7.27

4 ｶ䡰ﾃﾞ㢮 4.45 10 ｸ䢔 8.04

5 䢌ｽﾞｷ 4.90 11 䡷ｸﾗ㢮 9.02

6 ｽﾞ䢌 5.80 12 䢇ﾉｷ 9.56

㡰 ᶞ✀ 㡰ᖹᆒⅬ 㡰 ᶞ✀ 㡰ᖹᆒⅬ

1 䢐ﾏ䡯䢕ｼ 2.18 7 ﾄﾈ䢔䡶㢮 6.78

2 䢔䡪䡯䢈ﾞ 3.42 8 ﾉ䢔䡯ﾂｷﾞ 7.15

3 ﾄﾞｲﾂﾄ䡯䢇 3.92 9 䡯ﾗｼﾞ䢗䢏䢌 7.27

4 ｶ䡰ﾃﾞ㢮 4.45 10 ｸ䢔 8.04

5 䢌ｽﾞｷ 4.90 11 䡷ｸﾗ㢮 9.02

6 ｽﾞ䢌 5.80 12 䢇ﾉｷ 9.56
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２－（㸯）小課題名 

「పࢺࢫࢥᮍ用ࢫ࣐࢜ࣂ㈨※を用いた誘引ࢧ࢚の開発」 

㟼ᒸ┴農ᯘᢏ⾡研究所᳃ᯘ・ᯘᴗ研究ࢭンࢱー 大ᶫṇᏕ 

１）研究の進捗結果 

シカをィ⏬的ୟつ効⋡的に㝖ཤする捕獲システムを㛤発するために必要となる誘引ࢧ࢚につい

て、ᆅᇦで用されずにᨺ置あるいは有ᩱで処分されているࣂイオ࣐ス㈨※を用いて、低コスト

での動≀は誘引せずに野生のシカを効果的に誘引する㣵を᳨⣴することを┠的とし、22年度

は㟼ᒸ┴で茶⏿ࡸみかん⏿からฟる定ᯞⴥ、用㐣⛬でฟる茶・茶がら、みかんのジࣗース

⢑などのࣂイオ࣐ス㈨※が低コストの誘引ࢧ࢚を㛤発できる可能性があることを明らかにしてヨ

㦂を⤊した。 

２）成果の内容 

１．ᮍ用ࣂイオ࣐ス㈨※であり、茶くずཬࡧみかん⢑にはシカに対する誘因効果があることを

明らかにした。 

２．Ⲩ茶製㐀୰にᶵᲔのቨ面等に╔する茶くずは、Ỉ分ྵ㔞が 17㹼19㸣と比較的低かったが、

大༙はᗫᲠされていた。みかん⢑については、これまでは茶Ẇ同ᵝỈ分ྵ㔞が 80㸣๓後と高く、

処分㈝用 10/kg⛬度で⏘ᴗᗫᲠ≀ᢅいであったが、⌧ᅾはᐙ␆用のࢧイࣞージ（発㓝㣫ᩱ）

として用されるよ࠺になり、TMRࢭンࢱー（ΰྜ㣫ᩱ会社）有౯≀として 10㖹/kgで取り

引きされていることを明らかにした。 

３．茶Ẇࡸみかん⢑は、⇱㣫ᩱとして用いる場ྜには⇱コストが 20/kg（ཎἜ౯格により

異なる）、㐠ᦙコストが 10/kg⛬度必要となるが、これらを加しても࣊イࣗ࢟ーࣈ（౯

格㸸48.3/kg）ࡸᅽ∦トࣔ࢘ロコシ（౯格㸸50.8/kg）に比べてᏳく、オࡸ࢟トࣛ࣋等の

ᶞᮌᯞⴥをᒣ᥇りして⤥㣵する場ྜの生⏘コスト（0.01haで 10kgの㔞があるとした場ྜは、

163.2/kg）と比べても⤒῭性が高いことを明らかにした（⾲１）。 

３）成果の活用面・留意点 

の動≀の誘引効果はなく⤒῭性も高い茶くずについては、᪤Ꮡの㣵ᮦᩱにῧ加して㣵༢౯

を下ࡆるなどの用᪉ἲを᳨ウする必要がある。 
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４）ල体的なデーࢱ 
⾲１ ᮍ用ࣂイオ࣐ス㈨※ཬྛࡧ㣫ᩱを誘引ࢧ࢚として用いた場ྜの誘引効果とコスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 
 

誘引エサ 区分 入手可能時期シカ誘引効果
２） 他の動物への誘引効果 購入・生産コスト 乾燥コスト

４） 運搬コスト

茶くず（製茶時残渣） 5～10月 △ 無 0円/kg 5円/kg 10円/kg

茶殻 周年 -10円/kg 20円/kg 10円/kg

みかん粕 12～4月 △ 有：ｲﾉｼｼ,ｷﾂﾈ,ﾃﾝ,ｶﾗｽ 0.1円/kg 20円/kg 10円/kg

ヘイキューブ 周年 ○ 有：ｲﾉｼｼ 48.3円/kg

圧片トウモロコシ
１） 周年 △ 有：ｲﾉｼｼ,ｱﾅｸﾞﾏ,ﾀﾇｷ,ｶﾗｽ,ｷｼﾞﾊﾞﾄ 50.8円/kg

アオキ・トベラ等枝葉 山採り 周年 ○ 無 163.2円/kg
３）

１）圧片トウモロコシ及びヘイキューブの他の動物への誘引効果については、H21に伊豆地域で行った給餌試験結果を参考にした。

２）△：摂食が確認された、○：継続的な摂食（餌付く）が確認された

３）0.01haで10kgの収量があると仮定し、普通作業員単価：13,600円、県営林の除伐の標準歩掛：12人/haから算出した。
生産コスト： （13,600円×0.12人工）/10kg  =  163.2円/kg

４）含水率10％まで乾燥した場合

未利用資源

家畜用飼料
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２－（２）小課題名 

「視覚音声等の刺激を用いた給餌場へのシカ誘引誘導技術の開発」 

信州大学農学部 竹田謙一 

１）研究の進捗結果 

H22年度は、シカの等身大デコイに対する野生ジカの行動反応を調べた結果、デコイに対する

野生ジカの社会的探査行動を誘発したこと、さらに複数のデコイを設置することで野生ジカの伏

臥休息行動を助長したことから、デコイの設置は捕獲場所に対する野生ジカの警戒性を軽減でき

る可能性を示唆した。また、交尾期における雄ジカが発する Rutting whistleと Agonised call

を明確な体格差を示す 3亜種間で音響学的に比較した。その結果、Rutting whistleとは異な

り、Agonised callにおいて体格が大きい亜種ほど声が低くなり、雌を誘引できる可能性が示唆

された。その成果を受け、H23年度は Agonised callを発するスピーカーを埋め込んだデコイ

（以下、ACデコイ）とホワイトノイズを発する雄デコイを同時弁別させた結果、雌ジカは ACデ

コイを有意に選択した。加えて、草丈 9cmの緑色と茶色の人工芝を、さらに草丈 9cmと 0.6cmの

緑色の人工芝を同時弁別させた結果、雌ジカは緑色で草高の高い人工芝を有意に選択し、人工芝

に摂食行動を示した個体もいた。そこで H24 年度は、3 つの姿勢（立位、伏臥休息、摂食）の

デコイを同時弁別させたところ、摂食姿勢のデコイを有意に多く選択した。加えて、H25 年度

にはシカの色覚特性を調べ、緑色は夜間でも認識できることを明らかにした。 

２）成果の内容 

１．等身大シカデコイを用いて野生ジカを誘引できることを明らかにした（図 1）。 

２．摂食姿勢を示すデコイがシカに最も多く選択されることを明らかにした（図 2、7）。 

３．交尾期における雄ジカ特有の Agonised callが体格の違いで周波数が異なり、より低い

Agonised callを用いることで、雌ジカを誘引できる可能性を示した（図 3、4、7）。 

４．シカは昼夜問わず、緑色を十分認識し、緑色で草丈 9cmの人工芝の提示によって、錯誤捕獲

することなく、シカのみを誘引できることを明らかにした（図 5、6、7）。 

３）成果の活用面・留意点 

１．等身大シカデコイは海外製（オグロジカ）なので、本研究による雌ジカ誘因システムの特許

取得後にニホンジカにより近いデコイを製品化する予定である。 

２．摂食姿勢を示す等身大シカデコイは、通販輸入できないので、注意が必要である。 

３．Agonised callは交尾期特有の雄の求愛声であるので、交尾期に効果を発揮する。なお本研

究では、当該の Agonised callに音声処理を加えた加工声を用いている。 

４．人工芝を用いたシカの誘引は、捕獲場所の植生が豊富な初夏から初秋にかけては効果が期待

できない。 
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４）ල体的なデーࢱ 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注グ㸸図 7．㣫⫱ジカを用いた

同時弁別ᐇ㦂ᡭἲのᶍᘧ

図（ྑ図は、雄ジカの求

愛声の弁別ᐇ㦂のᵝᏊ。3

つの่⃭を提示する場ྜ

は、図୰の選択࢚ࣜが 3

分される。） 

ᅗ 3䠊㡢ኌⓎኌ⨨䜢ෆⶶ䛥䛫䛯 
ᨵⰋ∧䛾㞝䝕䝁イ 

ᅗ 6䠊ᐇ㦂ᚋ䛻ேᕤⰪ䜢ᦤ㣗䛩䜛౪ヨ䝆䜹 

1から 5ヨ行┠まで有意に AC デコイ
を選択(P<0.05) 

図 4．ACデコイとホワイトノイズデコイを同
時弁別させた時の ACデコイ選択⋡ 

図 1．複数のデコイの୰で伏臥休息す
る野生ジカ 

P<0.01  P<0.01  

図 2．３つの姿勢のデコイを同時弁別さ
せたときの選択⋡ 

図 5．9cmと 0.6cmの人工芝を同時弁別さ
せた時の 9cm人工芝の選択⋡ 

てのヨ行で 9cmの緑色の人工
芝を有意に選択(P<0.05) 
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２－（㸱）小課題名「給餌場ࡿࡅ࠾ᤕ⋓技術の開発」 

㸯）「᳃ᯘ用ᅖい࡞ࢃ㖠ჾを⤌ࡏࢃྜࡳたシカᤕ⋓ἲ」 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所海㐨ᨭ所 ᯇᾆ⣖Ꮚ 

１）研究の進捗結果 

ᖹ成 22 年度は᳃ᯘ内に⡆᫆的にᅖいわな設置する᪉ἲを᳨ウし、わなをヨసして捕獲をヨ行

した。その結果を㋃まえて、23 年度は入ཱྀⴠ下ᡬの⡆⣲化およࡧシカの警戒ᚰを生ࡌさせにく

いわなのࢧイズと㈨ᮦを᳨ウした。24 年度には入ᡭが容᫆な㈨ᮦでస成可能である⡆᫆的な入

ཱྀⴠ下ᡬをస成し、捕獲をᐇした。25 年度には、わなの設置᪉ἲࡸ㏿ࡸかな捕獲のための㐺

ษなわなࢧイズについてこれまでの結果をまとめた。これらのヨ行により、᳃ᯘ内にᅖいわなを

⡆᫆的に設置する᪉ἲを提示することができ、わなにᅖい込んでから㖠ჾでṆ่しをする᪉ἲ

が、シカの捕獲᪉ἲとして有効であることを示した。 

２）成果の内容 

１．᳃ᯘ内に⡆᫆的にᅖいわなを設置する᪉ἲを᳨ウした（図 1）。すなわࡕ、立ᮌを用する

ことでᨭᰕを要とし、また立ᮌ間をつなࡆたワイࣖーにカࣛࢼࣅでࢵࢿトを引っかけること

で、設置を容᫆とした。入ཱྀࢤートはⴠ下ᡬとし、容᫆に入ᡭ可能な㈨ᮦでస成した。 
２．わなに㣵で誘引し、ᅖい込んだシカを㖠ჾによりṆ่しをする᪉ἲの有効性を明らかにした

（図 2、3）。わなの発◙により、わな内の個体がᭀれて㈇യしたり、わなを◚ቯすること

もなく、ᅖい込んだ個体を⿵ẅすることが可能であった。2 種㢮のわなࢧイズをヨ行した結果、

どࡕらも 7-8 の発◙成ຌ⋡であった（⾲ 1）。また 1 㢌当たり 2-3 分での捕ẅが可能であっ

た。ただし、ᑠᆺわなの場ྜ、㈏通ᙎが個体をᦆയするがぢられており、ある⛬度シカが⮬

⏤に動きᅇれる大ᆺわなの᪉が本᪉ἲに㐺している可能性があった。 

３）成果の活用面・留意点 
わなでシカの行動をᢚไした時点で動≀はストࣞスࡸⱞ③を受けていると⪃えられるため、行

動ᢚไ後（ᅖい込み捕獲後）㏿ࡸかに捕ẅすることが動≀⚟♴ୖ求められる。ᅖいわなと㖠ჾに

よるṆ่しは㏿ࡸかな捕獲が可能であり、またゅのあるオスなど、個体を選んでඃඛ的に捕ẅす

ることが可能なことからసᴗဨのᏳにもつながる。発◙場所ࡸ᪉ྥ、㊥㞳をไ㝈することで、

確ᐇかつᏳな≺ᧁが可能であることから、㖠の用がไ㝈されているᆅᇦでの捕獲᪉ἲとして

も活用が期待される。 

トが◚らࢵࢿト高が３m以ୖ必要であり、ୟつ✺進によるࢵࢿ、シカは身体が大きいためࢰ࢚

れる場ྜがあることからࢵࢿトをそ࠺┠㞃しᖥが必㡲である。そのため、本州のわなに比べると

㈝用およࡧ設置コストは高くならࡊるを得ない。 
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図 1．立ᮌにワイࣖーとカࣛࢼࣅを用し

て設置したᅖいわな。 

図 3．ᅖい༊の୰のシカをࣛイࣝࣇで≺ᧁ

するᵝᏊ。⬮立を用して、わなのୖか

ら行った。 

 

⾲ 1．ᅖいわなと㖠ჾによるṆ่しを⤌みྜわせた捕獲᪉ἲにおける発◙成ຌ⋡と 1㢌当

たりのᖹᆒ捕ẅ所要時間。わなのࢧイズ別に示し、100m以下は 1、100m以ୖは 2か所

の結果をまとめた。100m以下のわなの場ྜ、個体の㔜なりが大きく㈏通ᙎが個体をᦆ

യするが生ࡌた。 

 

 

*ཧ⪃㸸わな周ᅖ長 100m以下のᅖいわなで捕獲し、㯞㓉㖠を用い化学的動化したのࡕに

Ᏻᴦẅした個体については、捕ẅまでに 1㢌当たり 29分 51⛊要した。 

図 2．ᅖいわな内に誘引されたシカ。 

 

４）ල体的なデーࢱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 

発◙成ຌ⋡ 
（捕ẅ数/発◙数） 

１㢌当たりの 
ᖹᆒ捕ẅ所要時間* 

わな周ᅖ長 100m 以下 75㸣 １分 56 ⛊ 
わな周ᅖ長 100m 以ୖ 76.5㸣 2 分 52 ⛊ 
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２－（㸱）小課題名「給餌場ࡿࡅ࠾ᤕ⋓技術の開発」 

２）「᳃ᯘ用࡛ࢺࢵࢿࣉࢵࣟࢻຠ⋡ࡃࡼシカをᤕ⋓ࡿࡍ」 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所㛵すᨭ所   高ᶫ⿱ྐ 

ி㒔ᗓ農ᯘỈ⏘ᢏ⾡ࢭンࢱー 芝ཎ ῟ 

野ᓮ 愛 

ቃ ⡿㐀 

ி㒔ᗓ᳃ᯘಖㄢ      ୖཝኵ 

ி㒔ᗓ⊟会༡ᨭ部⊟会 すᮧ⩏一 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所       ᑠἨ ㏱ 

１）研究の進捗結果 

ᖹ成 22 年度は、ࢻロࢵࢿࣉࢵトのඛ行の㞟と分ᯒから、᳃ᯘ内で用するためのㄢ㢟

と対⟇をᩚ理し、᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトをヨసして研究所ᵓ内でస動ヨ㦂を行った。 

23 年度は、᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトを用いた捕獲をᐇᆅでヨ行し、ᐇ㝿にシカを捕獲した場ྜ

の問㢟点に対処すべく、ᨵⰋを加えた。 

24年度は、さらにᐇᆅヨ㦂を⥅⥆してᨵⰋを㔜ࡡ、捕獲成⦼の当初┠ᶆを㐩成した。 

25 年度には、シカの生息≧ἣなどが異なるᆅᇦにᢏ⾡⛣㌿して捕獲成⦼を 定し、᳃ᯘ用

ことで、そのᐇ用性を高めた。これら㐺用᮲௳をྵめ、᳃ࡴトの㐺用᮲௳を⤠り込ࢵࢿࣉࢵロࢻ

ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトのไసと㐠用について、取ᢅㄝ明᭩をస成した。 

２）成果の内容 

１．⿕ᐖ⌧場でᯘᐙが┤᥋シカを捕獲できるよ࠺、また᳃ᯘの୰でいࡸすいよ࠺、ᣢࡕ㐠ࡧも

設置も⡆༢でᏳに用でき、捕獲効⋡のよいわなを㛤発した。（┿１） 

２．立ᮌをᨭᰕとすることで、㈨ᮦ㈝と設置ປຊを軽減し、㐲㝸┘ど・స動置を㝖く本体の㈨

ᮦ㈝は⣙ 9、㔜㔞は⣙ 20kg、4人いれࡤไస᪥数は 1᪥、設置は༙᪥でできた。（┿２） 

３．᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵト１ᇶを✌ാさせた場ྜの 1 ᪥あたり捕獲㢌数は 0.67 㢌となり、これ

までሗ࿌のある⟽わななどの捕獲効⋡ （おおࡡࡴ 1 ᪥あたり 0.40 㢌）と比べて高いことが分か

った。（⾲１） 

４．ᯘ㐨ࡸసᴗ㐨、ᅵ場などで㌴୧通行を㜼ᐖしない高さに設置することにより、㐠ᦙ設置、⥔

ᣢ⟶理、捕獲個体のᦙฟなどのㅖコストを軽減でき、長期間の㐠用が可能になる。（┿３） 

㸳．人ᐙ、␆⯋、ᨺ∾ᆅなどが近くにあり、⊟㖠ࡸ㊊くくりわながえない場所で、ワࢼを設置

したままでのసᴗをしたい場ྜ、シカ以外の༴㝤な動≀を間違って捕獲したくない場ྜなど

に、Ᏻ・確ᐇ・効⋡のⰋい捕獲ができる。 

３）成果の活用面・留意点 
᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトによる捕獲᪉ἲは、ᙉい誘引と㐃ᦠすることにより、さらに効⋡のྥୖ

が期待されるが、㐠用にあたっては分に誘引ができていることをぢᴟめて✌動（待ᶵ）するこ

と、ᑡ数ずつでも⩌れࡈと捕獲することが㔜要である。1 カ所から複数のワࢼを┘どできるシス

テムをᑟ入すると、さらに効⋡のよい㐠用が可能になる。
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２－（㸱）小課題名「給餌場ࡿࡅ࠾ᤕ⋓技術の開発」 

２）「᳃ᯘ用࡛ࢺࢵࢿࣉࢵࣟࢻຠ⋡ࡃࡼシカをᤕ⋓ࡿࡍ」 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所㛵すᨭ所   高ᶫ⿱ྐ 

ி㒔ᗓ農ᯘỈ⏘ᢏ⾡ࢭンࢱー 芝ཎ ῟ 

野ᓮ 愛 

ቃ ⡿㐀 

ி㒔ᗓ᳃ᯘಖㄢ      ୖཝኵ 

ி㒔ᗓ⊟会༡ᨭ部⊟会 すᮧ⩏一 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所       ᑠἨ ㏱ 

１）研究の進捗結果 

ᖹ成 22 年度は、ࢻロࢵࢿࣉࢵトのඛ行の㞟と分ᯒから、᳃ᯘ内で用するためのㄢ㢟

と対⟇をᩚ理し、᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトをヨసして研究所ᵓ内でస動ヨ㦂を行った。 

23 年度は、᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトを用いた捕獲をᐇᆅでヨ行し、ᐇ㝿にシカを捕獲した場ྜ

の問㢟点に対処すべく、ᨵⰋを加えた。 

24年度は、さらにᐇᆅヨ㦂を⥅⥆してᨵⰋを㔜ࡡ、捕獲成⦼の当初┠ᶆを㐩成した。 

25 年度には、シカの生息≧ἣなどが異なるᆅᇦにᢏ⾡⛣㌿して捕獲成⦼を 定し、᳃ᯘ用

ことで、そのᐇ用性を高めた。これら㐺用᮲௳をྵめ、᳃ࡴトの㐺用᮲௳を⤠り込ࢵࢿࣉࢵロࢻ

ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトのไసと㐠用について、取ᢅㄝ明᭩をస成した。 

２）成果の内容 

１．⿕ᐖ⌧場でᯘᐙが┤᥋シカを捕獲できるよ࠺、また᳃ᯘの୰でいࡸすいよ࠺、ᣢࡕ㐠ࡧも

設置も⡆༢でᏳに用でき、捕獲効⋡のよいわなを㛤発した。（┿１） 

２．立ᮌをᨭᰕとすることで、㈨ᮦ㈝と設置ປຊを軽減し、㐲㝸┘ど・స動置を㝖く本体の㈨

ᮦ㈝は⣙ 9、㔜㔞は⣙ 20kg、4人いれࡤไస᪥数は 1᪥、設置は༙᪥でできた。（┿２） 

３．᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵト１ᇶを✌ാさせた場ྜの 1 ᪥あたり捕獲㢌数は 0.67 㢌となり、これ

までሗ࿌のある⟽わななどの捕獲効⋡ （おおࡡࡴ 1 ᪥あたり 0.40 㢌）と比べて高いことが分か

った。（⾲１） 

４．ᯘ㐨ࡸసᴗ㐨、ᅵ場などで㌴୧通行を㜼ᐖしない高さに設置することにより、㐠ᦙ設置、⥔

ᣢ⟶理、捕獲個体のᦙฟなどのㅖコストを軽減でき、長期間の㐠用が可能になる。（┿３） 

㸳．人ᐙ、␆⯋、ᨺ∾ᆅなどが近くにあり、⊟㖠ࡸ㊊くくりわながえない場所で、ワࢼを設置

したままでのసᴗをしたい場ྜ、シカ以外の༴㝤な動≀を間違って捕獲したくない場ྜなど

に、Ᏻ・確ᐇ・効⋡のⰋい捕獲ができる。 

３）成果の活用面・留意点 
᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトによる捕獲᪉ἲは、ᙉい誘引と㐃ᦠすることにより、さらに効⋡のྥୖ

が期待されるが、㐠用にあたっては分に誘引ができていることをぢᴟめて✌動（待ᶵ）するこ

と、ᑡ数ずつでも⩌れࡈと捕獲することが㔜要である。1 カ所から複数のワࢼを┘どできるシス

テムをᑟ入すると、さらに効⋡のよい㐠用が可能になる。
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┿２．軽㔞、コンࢡࣃトで㐠ᦙ設

置が容᫆ 
┿３．సᴗ㐨で㌴୧通行可能

な高さに設置 
 

４）ල体的なデーࢱ 
 
 
 
 
 
 
 
┿１．᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトでシカを⩌れࡈと捕獲 
 
⾲１．᳃ᯘ用ࢻロࢵࢿࣉࢵトによる捕獲ヨ㦂成⦼ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᖺᗘ 2011 2012

✌ື᪥ᩘ 㻝㻠⨜·᪥ 㻝㻞⨜·᪥

✌ື୰ᤕ⋓ᶵ 㻤ᅇ㻝㻣㢌 㻢ᅇ㻝㻟㢌

ᤕ⋓ᶵ㻝ᅇ䛒䛯䜚㢌ᩘ 㻞㻚㻝㢌 㻞㻚㻞㢌

ᤕ⋓ᩘ 㻟ᅇ㻠㢌 㻡ᅇ㻤㢌

ྠ᭱ᤕ⋓㢌ᩘ 㻞㢌 㻟㢌

ᤕ⋓㻝ᅇ䛒䛯䜚ᤕ⋓㢌ᩘ 㻝㻚㻟㢌 㻝㻚㻢㢌

ᤕ⋓ᶵ㻝ᅇ䛒䛯䜚ᤕ⋓ᅇᩘ 0.38 0.83

ᤕ⋓ᶵ㢌ᩘ䛒䛯䜚ᤕ⋓㢌ᩘ 0.24 0.62

✌ാ᪥ᩘ䛒䛯䜚ᤕ⋓㢌ᩘ 0.29 㻜㻚㻢㻣
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２－（㸱）小課題名「給餌場ࡿࡅ࠾ᤕ⋓技術の開発」 

㸱）「シカの⾜ືをไᚚ࡚ࡋຠ⋡ࡃࡼᤕ⋓ࡿࡍ」 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所㛵すᨭ所 ඵ௦田༓㭯 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所     ᑠἨ ㏱ 

１）研究の進捗結果 

ᖹ成 22 年度は、シカが⤥㣵場にฟἐする要因を᳨ドし、下ᒙ植生がほࡰᾘኻしている場ྜ、Ꮨ

⠇にかかわらず⤥㣵場の誘引効果は㠀ᖖに高いこと、この⎔ቃ᮲௳下ではฟἐ時間ᖏを誘ᑟで

きることを明らかにした。その成果を受けて、23 年度は⤥㣵場の誘引と㖠ჾによる⢭ᐦ≺ᧁ

を⤌みྜわせてシカを効⋡的に捕獲する誘引≺ᧁἲを㛤発し、᳃ᯘ内に設定した⣙ 1km2 の㞟୰

捕獲࢚ࣜにおいて、シカの捕獲㝖ཤによりⱑᮌに対する食ᐖ⋡が軽減することを明らかにし

た。24 年度は、ࢳࢵࣃデ࢙ࣇンスを設置した植᱂ᆅにおいて、誘引≺ᧁἲによるシカ捕獲を

ᐇし、25 年度にはシカの捕獲ᡭἲとして、誘引≺ᧁἲに加えてࢳࢵࣃデ࢙ࣇンスにワࢼを

⤌み込ࡴことでより効⋡的な捕獲ᡭἲを᳨ドし、植᱂ᆅでのᐇ用化を高めた。

２）成果の内容 

１．⤥㣵場の誘引にᙳ響する要因を明らかにした。 
２．᮲௳けによる学⩦効果を用し、⤥㣵場の᪥୰のฟἐを誘ᑟできることを明らかにした

（┿ 1、図 1）。 
３．ୖグをࡩまえて、⤥㣵ࣉログࣛムをస成した（図 2）。 
４．⤥㣵場の誘引と㖠ჾによる⢭ᐦ≺ᧁを⤌みྜわせた誘引≺ᧁἲを㛤発した。 

３）成果の活用面・留意点 
シカの行動をไᚚして⤥㣵場誘引する⤥㣵ࣉログࣛムをస成し、この誘引ἲに㖠ჾによる⢭ᐦ

≺ᧁを⤌みྜわせたᡭἲを㟼ᒸ᳃ᯘ⟶理⨫にᢏ⾡提౪し、富ኈᒣᅜ有ᯘでの大つᶍᐇドヨ㦂にお

いて高い捕獲効⋡を㐩成した。誘引≺ᧁἲは、誘引効果の高い㣵㈨※㔞のᑡないᆅᇦࡸᏘ⠇に㐺

したᡭἲであること、㖠ჾを用いるためᐇする場ྜはぢ通しのよいᆅᇦであることに留意す

る。誘引ἲに㖠ჾࡸわなを用いた捕獲ᢏ⾡を⤌みྜわせて、特定ᆅᇦでの⧞り㏉し捕獲による⿕

ᐖ軽減効果の᳨ドが必要である。 
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４）ල体的なデーࢱ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
┿１．᮲௳けによる学⩦効果を用した⤥㣵場のシカの誘引  
 㣵を置いて(9:50)から、26 分後(10:16)に野生のシカが⮬発的にฟἐ    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．⤥㣵場でのシカฟἐᅇ数。⤥㣵を㛤ጞするとฟἐᅇ数がቑ加し⤥㣵┤後に㞟୰。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．స成した⤥㣵ࣉログࣛム 

 
図 ．స成した⤥㣵ࣉログࣛム
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２－（㸱）小課題名「給餌場ࡿࡅ࠾ᤕ⋓技術の開発」 

㸲）「GPS㤳㍯╔ࡧࡼ࠾⾜ືゎᯒ」 

᳃ᯘ⥲ྜ研究所州ᨭ所 ▮部ᜏᬗ 

１）研究の進捗結果 

ᖹ成 22 年度は、㟝ᓥᒣᆅえࡧの高ཎᆅ༊を調査ᆅとし、࣓ス成⋇ 3 㢌に GPS を╔し、また

┠どカ࢘ントによるシカ個体数調査を行った。GPS ╔個体が捕獲ᆅ点から⣙ 2km までの⠊ᅖを

用したことを明らかにし、シカの生体捕獲ࡸ野外ᐇ㦂の᮲௳を確認した。ᖹ成 23 年度は、定

ఫ性の࣓ス成⋇ 3 㢌に GPS を╔して行動ᅪを明らかにし、植生⦾ⱱ期にྛ個体の行動ᅪ内に捕

獲を定した誘引㣵を設置し、GPS ╔個体による誘引㣵の用を⮬動ᙳで確認するととも

に、誘引㣵設置後の行動を㏣㊧した。ᖹ成 24 年度は、植生の㠀⦾ⱱ期に誘引㣵に対するシカの

行動を㏣㊧し、植生⦾ⱱ期・㠀⦾ⱱ期ともに誘引㣵の設置による行動ᅪのኚ化はᑡないことを明

らかにした。またシカ個体数調査の結果を取りまとめ、調査ᆅにおけるシカ個体数にᏘ⠇ኚ動が

あることを明らかにした。ᖹ成 25 年度は、GPS ╔個体に対して⇿竹の◚音によるᚷ㑊่⃭

をえ、่⃭後の行動を明らかにした。 

２）成果の内容 

１． 調査༊ᇦ（⣙ 32.6ha）におけるฟ⌧個体は࣓ス個体を୰ᚰとする⩌れであり、夏期から秋

期にかけてのቑ加と期の減ᑡがみられ、オス成⋇個体は秋期のみฟ⌧する、Ꮨ⠇的なࢱࣃ

ーンをᣢつことから、Ꮨ⠇により捕獲対㇟個体ࡸ誘引個体数の選択が異なることを明らかに

した（図 1）。 

２． GPS 㤳㍯╔個体は誘引㣵に対して㐣度に㞟୰的な᮶ゼはせず（図 2）、またᇶ本的な行動

ᅪを大きくኚえることはなく（図 3）、㞄᥋する個体の行動ᅪにある㣵設置点の⛣動もし

なかったことから、㏣㊧対㇟とした定ఫ性の࣓ス個体について、㣵による誘引の⠊ᅖは行動

ᅪ⛬度のスࢣーࣝであることを明らかにした。 

３． ᚷ㑊่⃭に対して GPS ╔個体が通ᖖの行動ᅪの外ഃまで㏨㉮することはᑡなく、行動ᅪ外

に⛣動した場ྜでも▷期間のࡕ࠺にᡠることを明らかにした（図 4）。 

４． これらのことから、࣓ス個体を対㇟として捕獲సᴗの⠊ᅖࡸ捕獲ᆅ点の㓄置を᳨ウする場

ྜ、対㇟ᆅにおける࣓スの行動ᅪのࢧイズが┠Ᏻとなることを明らかにした。 

３）成果の活用面・留意点 
⇃本、大分、ᐑᓮ、㮵ඣᓥྛ┴の特定㫽⋇ಖㆤ⟶理᳨ウጤဨ会およࡧ長ᓮ┴⎔ቃᑂ㆟会㫽⋇部

会、ᐑᓮ┴ᯘᴗᢏ⾡ࢭンࢱー⋇ᐖ対⟇研ಟ会、州᳃ᯘ⟶理ᒁࠕ野生㫽⋇とのඹᏑにྥけた生息

⎔ቃ等ᩚഛ調査ᴗࠖにおける᳨ウጤဨ会およࡧシン࣏ジ࢘ムㅮ₇、⎔ቃ┬の᳨ウጤဨ会およࡧ

シン࣏ジ࢘ムㅮ₇、州大学ᐑᓮ₇⩦ᯘබ㛤ㅮᗙ、⇃本┴⮬↛⎔ቃㅮᗙ、᳃ᯘ⥲ྜ研究所オーࣉ

ンࣛ࣎ㅮ₇、㞧ㄅࠕ᳃ᯘ㜵ࠖᇳ➹ㄽᩥ、᳃ᯘ⥲ྜ研究所州ᨭ所ᗈሗㄅࠕ州の᳃とᯘᴗࠖᇳ

➹グなどを通ࡌて研究成果のᬑཬまたは研究成果にᇶ࡙く助ゝを行った。さらに多ᵝな᮲௳下

での捕獲సᴗに対するシカ行動の▱ぢの✚およࡧᬑཬは後のㄢ㢟である。
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４）ල体的なデーࢱ 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 

  

図１．えࡧの高ཎ調査༊ᇦにおけるニホンジカ雌雄成⋇の個体数のᏘ⠇ኚ化 
（定期調査㊰における᭶ 3ᅇのほᐹ㢌数のᖹᆒ್とᶆ‽೫差） 

図３．誘引㣵設置後の GPS╔個体１

の 位点分ᕸ 
（ 位点の多くはᐇ㦂๓の行動ᅪと同ࡌ㡿ᇦに分ᕸ） 

図２．誘引㣵設置期間・㠀設置期間における㣵設置点の GPS╔個体のฟ⌧≧ἣ 
（植生⦾ⱱ期２個体、植生㠀⦾ⱱ期１個体の） 

図４．ᚷ㑊่⃭ᐇ㦂๓後における GPS╔個

体１の 位点分ᕸ 
（ᐇ㦂᪥内の⛣動⤒㊰およࡧ 1 㐌間後までの 位点の多く

はᐇ㦂๓の行動ᅪ内に分ᕸ） 
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㸱－（㸯）小課題名 

「シカ⏕ᜥᐦᗘపῶᚋのᯘᴗ⿕ᐖ㍍ῶຠᯝࡧࡼ࠾ 

⏕ᜥᐦᗘᅇ࣮ࣥࢱࣃの᳨ド」 

州大学大学㝔農学研究㝔 ᴮᮌ ຮ 

１）研究の進捗結果 

ᖹ成 22 年度にシカの┠ᧁ㢖度が最も高い場所を୰ᚰとしたᐇ㦂༊を設置した。ᐇ㦂༊の୰ᚰ部

のスࢠⱑᮌは植᱂┤後から食ᐖを受け、時間⤒㐣にともない食ᐖはᐇ㦂༊周㎶部にᗈがった。ᖹ

成 23 年にはᐇ㦂༊୰ᚰ部でシカ 13 㢌を捕獲した。スࢠⱑᮌの食ᐖおよࡧᙳ㢖度は大きく減

ᑡした。Ꮨになると食ᐖ数がࡸࡸቑ加したが、ᙳ㢖度はᏘにおいても低い್を⥔ᣢした。

ᖹ成 24 年度は捕獲を୰Ṇし、食ᐖ数およࡧᙳ㢖度のᅇ㐣⛬を定㔞化した。食ᐖ数およࡧ

ᙳ㢖度は、Ꮨまでは、捕獲๓年よりも低い್を⥔ᣢしていたが、Ꮨ以㝆は食ᐖ数が捕獲๓年

と同⛬度までቑ加した。ᖹ成 25 年度は、食ᐖ数とᙳ㢖度のኚ化をほ するとともに、それら

の結果とスࢵ࣏トࣛイトࢭンࢧスなどのシカ個体数᥎定᪉ἲを用いた調査結果とేせてゎᯒし

た。その結果、シカの᥎定個体数と⿕ᐖἣは、ᆅᇦ特性に応ࡌてኚ化することが明らかにな

り、捕獲ᐇ後の成果のホ౯をḟの捕獲に活かすことが㔜要であることが示された。 
 

２）成果の内容 

１．シカの誘引捕獲がⱑᮌの食ᐖཬࡧシカのฟ⌧㢖度にཬࡰすᙳ響の時✵間的なኚ化をホ౯する

ゎᯒ᪉ἲを提示した。 
２．シカの誘引捕獲が、ⱑᮌの食ᐖ数ཬࡧシカのฟ⌧㢖度を減ᑡさせる効果があることを明らか

にした（図１、図２）。 
３．シカの誘引捕獲の効果のᣢ⥆性が、食ᐖ数とシカのฟ⌧㢖度とでは異なることを明らかにし

た（図１、図２）。 
４．食ᐖ数のኚ化には、植≀のⴠⴥなどのᏘ⠇性がᙳ響していることを明らかにした。 
㸳．シカの捕獲など個体数⟶理を効⋡よく行࠺ためには、ᐇ成果をホ౯し、その結果をḟの⟶

理行動にࣇーࢡࢵࣂࢻすることが㔜要であることを示した。 
 

３）成果の活用面・留意点 
シカの誘引捕獲は、ⱑᮌの食ᐖ数とシカのฟ⌧㢖度を減ᑡさせることができる。ただし、捕獲

Ṇ後の食ᐖ数とシカのฟ⌧㢖度のኚ化は、シカの᥎定個体数とシカによる⿕ᐖのつᶍࡸ⛬度が必

ずしも一⮴しないことを示す。また、その違いは場所ࡸᏘ⠇によっても異なった。これらをホ౯

するための調査設定とゎᯒᡭἲは、のシカ⟶理においても応用可能である。シカ個体数⟶理の

ための捕獲を効⋡よく確ᐇに行࠺には、捕獲ᐇ後は、その成果を᳨ドし、結果をḟの捕獲に活

かす必要がある。また、植生、シカ個体数、ᆅᙧなど当該ᆅᇦの特性を⪃៖にいれることも㔜要

である。
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４）ල体的なデーࢱ 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．スࢠⱑᮌ植᱂２㐌間後
の食ᐖ数(2010年) 
ᯘ㐨にἢって 20⟠所に調査ࣉロࢵトを

設置し、スࢠⱑᮌを 20本ずつ植᱂後、

食ᐖおよࡧ生⫱≧ἣをほ した。 

図３．食ᐖを受けたⱑᮌ数の植
᱂位置によるኚ化 
植᱂後の✚⟬数(Y)をヨ㦂༊୰ᚰ部から

の㊥㞳(X、 km)でᅇᖐした。

Y=20/(1+exp(aX+b))、 a と bはಀ数。ᅇ

ᖐ⥺は 5 ᭶から⩣年 3᭶まで求めた。 

⟶理ᐇ期間୰は食ᐖ本数が減ᑡした

（b）。 

ⴠⴥⴥᶞࡸ草本のⴥなどのࢧ࢚が減ᑡす

るᏘに⿕ᐖはᛴ⃭にቑ加した 

（図 3▮༳）。 

図１．スࢵ࣏トࣛイトࢭンࢧスで
┠ᧁされたシカの位置 
㉥⥺で示されるᯘ㐨から┠ᧁされた個体の位

置を点で示す。ẖ年 5᭶と 11᭶に 3 ᪥間ずつ

調査を行った。 

 

図 4．シカのᙳ㢖度の植᱂位
置によるኚ化 
植᱂後の✚⟬数(Y)をヨ㦂༊୰ᚰ部から

の㊥㞳(X、 km)でᅇᖐした。

Y=exp(aX+b)、 a と b はಀ数。ᅇᖐ⥺は

5 ᭶から⩣年 3᭶まで求めた。 

⟶理ᐇ๓は 5㹼10᭶にシカが㢖⦾にฟ

ἐしていが（a）、⟶理ᐇ期間୰のฟ

ἐ㢖度は低下した（b）。 

⟶理ᐇ後に㢖度はⱝᖸᅇしたが、⟶

理ᐇ๓に比べると㢖度は低いままだっ

た（c）。 

(a) (b) (C) 

(a) (b) (c) 
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㸱－（２）小課題名 

「ⱞ③ࢫࣞࢺࢫのᐃ㔞 ᐃࡿࡼᤕ⋓ᡭẁのホ౯ᡭἲの開発」 

ᒱ㜧大学応用生≀⛉学部 㕥ᮌṇႹ 

１）研究の進捗結果 

ᖹ成 22 年度は、⾑୰⃰度においてストࣞスのᙳ響が有意に⌧れる 定㡯┠（⾑୰コࣝࢰࢳー

ー࣐生理的ストࣞスࠕ、ங㓟⬺Ỉ⣲㓝⣲）とその 定್を明らかにし、ࢮーࢼ࢟ンࢳࣞࢡ、ࣝ

カーの選択ࠖとࠕ低ストࣞスのᇶ‽್の明示ࠖを㐩成した。また、ストࣞス㸭警戒ᚰの行動面で

の発⌧ᵝᘧ等を᳨ウするためのᇶ♏ሗ（GPS テ࣓ࣞトࣜーの 位⢭度など）もඛ行的に明らか

にされつつある。ᖹ成 23 年度には、⡆౽かつ▷時間で 定可能なイࢾ用の⡆᫆コࣝࢰࢳーࣝ 

定スࣉࢵࢼを用いた 定の可ྰを、EIA ἲとスࣉࢵࢼを用いた᪉ἲ間における┦㛵をもとに᳨ウ

した。その結果、高いṇの┦㛵が認められ、当スࣉࢵࢼによる 定は可能であることが確認され

た。そして、本研究によって得られたᅇᖐᘧを用いることにより、スࣉࢵࢼἲによる್から EIA

ἲによる್を得ることも可能となり、⡆౽かつ▷時間でṇ確なコࣝࢰࢳーࣝ⃰度の 定が可能と

なることを明らかにしてヨ㦂を⤊した。 

 

２）成果の内容 

ᕳき⊁りによりࠕᖹ✜な≧ែ（᥇食୰）にある時に㢌部を≺ᧁされ༶Ṛしたシカ個体ࠖとࠕ．１

勢Ꮚからの㏣㊧を受けた後でᑕẅされたシカ個体ࠖとの間で、⾑Ύコࣝࢰࢳーࣝ⃰度とྛ種⾑ᾮ

生化学性≧್を比較した結果、シカで有用な人㐨性ホ౯࣐ーカーとして、⾑Ύコࣝࢰࢳーࣝ⃰

度、ங㓟⬺Ỉ⣲㓝⣲್（以下、LDH）、ࢳࣞࢡンࢼ࢟ー್ࢮ（以下、CK）が有用であること

を明らかにした（⾲ 1）。 
２．≟用の⾑Ύコࣝࢰࢳーࣝの⡆౽ 定ᶵがシカにおいても有用であることを明らかにし、これ

までのよ࠺なᡭ間と時間がかかる EIA ἲに㢗らなくとも、シカを対㇟とする人㐨性をホ౯でき

ることを明らかにした（図 1）。 
３．人㐨性ホ౯࣐ーカー 定್に対する᥇⾑後の時間⤒㐣のᙳ響では、捕ẅ┤後に᥇⾑ࡸゎᯒを

行えなくても、数時間以内の対応であれࡤ 定್の信㢗性は⥔ᣢされることが明らかになった

（図 2）。 
 

３）成果の活用面・留意点 
動≀を対㇟とする人㐨性のホ౯は、ほ的もしくはឤ覚的なุ᩿にもと࡙いて行われる場ྜが

ᑡなくない。しかし本研究では、シカを対㇟とする定㔞的なホ౯ᡭἲを提示することができた。

このᡭἲのᑟ入により、ྛ種の捕獲・ẅ処分᪉ἲのホ౯にᐈほ性がされ、それにᚑする⪅

ホ౯結果を✚もしくは㛤ࡌᅋ体の人㐨性に対する意識ྥୖも期待される。さらに、必要に応ࡸ

示することは、動≀愛ㆤ的なᕷẸឤにྥけてのㄝ明㈐௵を果たすことにもつながる。 
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ἲによる್を得ることも可能となり、⡆౽かつ▷時間でṇ確なコࣝࢰࢳーࣝ⃰度の 定が可能と

なることを明らかにしてヨ㦂を⤊した。 

 

２）成果の内容 

ᕳき⊁りによりࠕᖹ✜な≧ែ（᥇食୰）にある時に㢌部を≺ᧁされ༶Ṛしたシカ個体ࠖとࠕ．１

勢Ꮚからの㏣㊧を受けた後でᑕẅされたシカ個体ࠖとの間で、⾑Ύコࣝࢰࢳーࣝ⃰度とྛ種⾑ᾮ

生化学性≧್を比較した結果、シカで有用な人㐨性ホ౯࣐ーカーとして、⾑Ύコࣝࢰࢳーࣝ⃰

度、ங㓟⬺Ỉ⣲㓝⣲್（以下、LDH）、ࢳࣞࢡンࢼ࢟ー್ࢮ（以下、CK）が有用であること

を明らかにした（⾲ 1）。 
２．≟用の⾑Ύコࣝࢰࢳーࣝの⡆౽ 定ᶵがシカにおいても有用であることを明らかにし、これ

までのよ࠺なᡭ間と時間がかかる EIA ἲに㢗らなくとも、シカを対㇟とする人㐨性をホ౯でき

ることを明らかにした（図 1）。 
３．人㐨性ホ౯࣐ーカー 定್に対する᥇⾑後の時間⤒㐣のᙳ響では、捕ẅ┤後に᥇⾑ࡸゎᯒを

行えなくても、数時間以内の対応であれࡤ 定್の信㢗性は⥔ᣢされることが明らかになった

（図 2）。 
 

３）成果の活用面・留意点 
動≀を対㇟とする人㐨性のホ౯は、ほ的もしくはឤ覚的なุ᩿にもと࡙いて行われる場ྜが

ᑡなくない。しかし本研究では、シカを対㇟とする定㔞的なホ౯ᡭἲを提示することができた。

このᡭἲのᑟ入により、ྛ種の捕獲・ẅ処分᪉ἲのホ౯にᐈほ性がされ、それにᚑする⪅

ホ౯結果を✚もしくは㛤ࡌᅋ体の人㐨性に対する意識ྥୖも期待される。さらに、必要に応ࡸ

示することは、動≀愛ㆤ的なᕷẸឤにྥけてのㄝ明㈐௵を果たすことにもつながる。 
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㸱－（２）小課題名 

「ⱞ③ࢫࣞࢺࢫのᐃ㔞 ᐃࡿࡼᤕ⋓ᡭẁのホ౯ᡭἲの開発」 

ᒱ㜧大学応用生≀⛉学部 㕥ᮌṇႹ 
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生化学性≧್を比較した結果、シカで有用な人㐨性ホ౯࣐ーカーとして、⾑Ύコࣝࢰࢳーࣝ⃰

度、ங㓟⬺Ỉ⣲㓝⣲್（以下、LDH）、ࢳࣞࢡンࢼ࢟ー್ࢮ（以下、CK）が有用であること

を明らかにした（⾲ 1）。 
２．≟用の⾑Ύコࣝࢰࢳーࣝの⡆౽ 定ᶵがシカにおいても有用であることを明らかにし、これ

までのよ࠺なᡭ間と時間がかかる EIA ἲに㢗らなくとも、シカを対㇟とする人㐨性をホ౯でき

ることを明らかにした（図 1）。 
３．人㐨性ホ౯࣐ーカー 定್に対する᥇⾑後の時間⤒㐣のᙳ響では、捕ẅ┤後に᥇⾑ࡸゎᯒを

行えなくても、数時間以内の対応であれࡤ 定್の信㢗性は⥔ᣢされることが明らかになった

（図 2）。 
 

３）成果の活用面・留意点 
動≀を対㇟とする人㐨性のホ౯は、ほ的もしくはឤ覚的なุ᩿にもと࡙いて行われる場ྜが

ᑡなくない。しかし本研究では、シカを対㇟とする定㔞的なホ౯ᡭἲを提示することができた。

このᡭἲのᑟ入により、ྛ種の捕獲・ẅ処分᪉ἲのホ౯にᐈほ性がされ、それにᚑする⪅

ホ౯結果を✚もしくは㛤ࡌᅋ体の人㐨性に対する意識ྥୖも期待される。さらに、必要に応ࡸ

示することは、動≀愛ㆤ的なᕷẸឤにྥけてのㄝ明㈐௵を果たすことにもつながる。 
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４）ල体的なデーࢱ 
⾲１．㢌部≺ᧁ個体とᕳき⊁り個体で 定された⾑Ύコࣝࢰࢳーࣝ、LDH、CK の数್ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．スࣜࣉࢵࢼーࢲーと EIA ἲとで得られた 定್の┦㛵性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．捕ẅ以後の⾑ᾮಖ⟶時間と 定್ኚ化⋡との㛵㐃 
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２－(㸱)小課題名 

「⾑⦕ゎᯒࡿࡼపᐦᗘ⥔ᣢྍ⬟ᛶホ౯ᡭἲの開発」 

ᒱ㜧Ꮫᛂ用⏕≀⛉Ꮫ㒊 Ᏻ⸨ṇつ 

㸯) ◊✲の㐍Ṍ⤖ᯝ 

 ᖹ成 24 年度は、ᅜ内 2 ᆅᇦ(海㐨[12 個体]㸭㟼ᒸ[13 個体])で㞟されたẕᏊとぢられる 6
⤌ 13 個体およ࣓ࡧス成⋇ 12 個体について SSR ーカー10࣐ ᗙを用いた分ᯒを行い、これら反応

᮲௳を確立した。また、10 ᗙを用いてᆅᇦ間(海㐨㸭㟼ᒸ)の㑇ఏ的な差異を᳨ฟ可能であるこ

とを明らかにした。ᖹ成 25 年度は、ᅜ内 4 ᆅᇦ(海㐨[11 個体]㸭㟼ᒸ[226 個体]㸭ᒱ㜧[7 個体]
㸭ᐑᓮ[8 個体])で㞟されたẕと⫾Ꮚ 64 ⤌ 128 個体、࣓ス成⋇ 131 個体(๓㏙のẕ 64 個体をྵ

ࡧおよ(ࡴ 0 ṓᗂ⋇ 57 個体のィ 252 個体について SSR ーカー17࣐ ᗙを用いた分ᯒを行い、これ

らの反応᮲௳を確立した。ḟいで、ྛᗙの個体識別に対する有用性をホ౯した。㑇ఏᵓ㐀ゎᯒに

ついては、17 ᗙを用いた分ᯒにより、ᆅᇦ間におけるシカ㞟ᅋの㑇ఏ的な差異を᳨ฟすること

がฟ᮶た。一᪉、同࣐ーカーを用いたᆅᇦ㞟ᅋ内のゎᯒにおいて⾑⦕㞟ᅋは᳨ฟされず、またぶ

Ꮚゎᯒもᅔ㞴であることを明らかにした。 

２）ᡂᯝのෆᐜ 

1. SSR ーカー17࣐ ᗙについて、4 ⤌の Multiplex をྵྛࡴ SSR ーカーの反応᮲௳を確立し࣐

た。また、個体識別に有用な SSR ーカー8࣐ ᗙを特定した。(⾲ 1、⾲ 2) 
2. SSR ーカー17࣐ ᗙによって、ᆅᇦ㞟ᅋ間における㑇ఏᵓ㐀の᳨ฟが可能であることを明らか

にした。 (図 1、図 2) 
3. SSR ーカー17࣐ ᗙによるᆅᇦ内⾑⦕㞟ᅋの᳨ฟࡸぶᏊゎᯒがᅔ㞴であることを明らかにし

た。 

㸱）ᡂᯝのά用㠃࣭␃ពⅬ 

 ⌧時点で、シカにおける SSR  (ーカーを用いた⾑⦕㞟ᅋの᳨ฟがᅔ㞴である理⏤として、a࣐
19 ୡ⣖に࣎トࣝࢡࢵࢿが生ࡌた以㝆、㑇ఏ的に分化した⾑⦕㞟ᅋᵓ㐀を確認できる⛬の時間が

⤒㐣しておらず、シカᆅᇦ㞟ᅋ内の㑇ఏ的多ᵝ性が低い、b) ᆅᇦ内の㑇ఏᵓ㐀ゎᯒ対㇟とした

㟼ᒸ㞟ᅋにおいて、Ꮨ⠇⛣動をする個体がᏑᅾすることが確認されており、定ఫ性のᙅさࡸ近㞄

㞟ᅋとの㑇ఏ的な交ὶが⾑⦕ᵓ㐀を᳨ฟしにくくしている、の 2 つのཎ因があると⪃えられる。

ୖグを⪃៖すれࡤ、より定ఫ性の高い個体⩌、かつ㸭あるいは㐣ཤの捕獲ᅽが比較的低かったᆅ

ᇦでは、同ࡌ SSR  。ーカーを用いて⾑⦕㞟ᅋを᳨ฟできる可能性もᏑᅾする࣐
 ローカࣛイズࢿ࣐ࢻジ࣓ントの㐺用の可ྰは、㐺用したいᆅᇦに生息するシカ個体⩌の行動

的・㑇ఏ的特性にᕥྑされると⪃えられることから、㐺用については個体⩌特性のᢕᥱをྵめた

十分な๓調査およࡧᡭἲの᳨ウが必要である。 
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┠ḟ 

 㸯࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ࡵࡌࡣ

 

୰課題㸯「ಶయᩘ⟶⌮のたࡵのィ⏬ᡭἲの開発」 

（㸯）ᗈᇦ✵㛫ࡿࡅ࠾࣮ࣝࢣࢫシカᐦᗘศᕸ᥎ᐃἲの開発 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２ 

（２）シカᤕ⋓ໃຊのຠ⋡ⓗ㓄⨨のたࡵのᤕ⋓シ࢜ࣜࢼのసᡂ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸲 

（㸱）シカ⓶⿕ᐖのᐇែゎ᫂発⏕せᅉのゎᯒ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸴 

 

୰課題２「ಶయᩘ⟶⌮のたࡵのᤕ⋓シ࣒ࢸࢫの開発」 

（㸯）పࢺࢫࢥᮍ用ࢫ࣐࢜ࣂ㈨※を用いた誘引ࢧ࢚の開発 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸶 

（２）視覚音声等の刺激を用いた給餌場へのシカ誘引誘導技術の開発 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸯㸮 

（㸱）給餌場ࡿࡅ࠾ᤕ⋓技術の開発 

㸯）᳃ᯘ用ᅖい࡞ࢃ㖠ჾを⤌ࡏࢃྜࡳたシカᤕ⋓ἲ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸯２ 

２）᳃ᯘ用࡛ࢺࢵࢿࣉࢵࣟࢻຠ⋡ࡃࡼシカをᤕ⋓ࡿࡍ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸯㸲 

㸱）シカの⾜ືをไᚚ࡚ࡋຠ⋡ࡃࡼᤕ⋓ࡿࡍ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸯㸴 

㸲）㹅㹎㹑㤳㍯╔ࡧࡼ࠾⾜ືゎᯒ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸯㸶 

 

୰課題㸱「ಶయᩘ⟶⌮のたࡵのホ౯ᡭἲの開発」 

（㸯）シカ⏕ᜥᐦᗘపῶᚋのᯘᴗ⿕ᐖ㍍ῶຠᯝࡧࡼ࠾⏕ᜥᐦᗘᅇ࣮ࣥࢱࣃの᳨ド 

࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２㸮 

（２）ⱞ③ࢫࣞࢺࢫのᐃ㔞 ᐃࡿࡼᤕ⋓ᡭẁのホ౯᪉ἲの開発࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２２ 

（㸱）⾑⦕ゎᯒࡿࡼపᐦᗘᣢ⥆ྍ⬟ᛶホ౯ᡭἲの開発࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２㸲 

 

࢙࢘トࣇࢯ ・ STRUCTURE 2.3.4(Pritchard et al.2000)を用い、㑇ఏᏊᆺሗを用いてࢧンࣝࣉがいくつの分㞟ᅋに分かれ

るかを᥎定した。⦪㍈は個体がྛࣛࢡスࢱーにりられる確⋡、ᶓ㍈は個体、1 色が 1 つの分㞟ᅋを⾲す。 

 

㻸a㼚k 㑇ఏᏊᗙྡ 㻺a 㻼㻵㻰-㼟㼕㼎㼘㼕㼚g（✚算್）㻭㼘㼘㼑㼘㼑 㻸a㼚g㼑 㼀㻹㻔䉝㻕 Multiplex 㻾㼑㼒㼑㼞㼑㼚㼏㼑
1 TGLA53 18 0.342400 183-223 56 㼟㼕㼚g㼘㼑 㻮㼕㼟h㼛㼜 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥4㻕
2 BM888 10 0.123600 188-218 58 㼟㼕㼚g㼘㼑 㼀a㼘㼎㼛㼠 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥6㻕
3 BM3628 6 0.045510 204-218 58 㼟㼕㼚g㼘㼑 㻮㼕㼟h㼛㼜 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥4㻕
4 CSSM019 10 0.017600 146-164 55 㼟㼕㼚g㼘㼑 㻹㼛㼛㼞㼑 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥4㻕
5 㻱㼀H225 16 0.006912 144-196 58 setA 㻷㼡h㼚 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥6㻕
6 㻻a㼞㻲㻯㻮1㻥3 9 0.002732 112-142 56 setD 㼀a㼘㼎㼛㼠 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥6㻕
7 BM6506 9 0.001146 202-218 58 setB 㻮㼕㼟h㼛㼜 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥4㻕
8 IDVGA29 7 0.000508 147-175 52 setC 㻹㼑㼦㼦㼑㼘a㼚㼕 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥5㻕
9 BM6438 7 0.000227 268-290 55 㼟㼕㼚g㼘㼑 㻮㼕㼟h㼛㼜 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥4㻕

10 RM188 6 0.000105 144-132 59 㼟㼕㼚g㼘㼑 㻮a㼞㼑㼚㼐㼟㼑 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥4㻕
11 BM4107 8 0.000051 151-179 58 㼟㼕㼚g㼘㼑 㼀a㼘㼎㼛㼠 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥6㻕
12 BMC1009 5 0.000025 284-300 58 setB 㻮㼕㼟h㼛㼜 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥4㻕
13 BL42 4 0.000014 239-259 58 setA 㻮㼕㼟h㼛㼜 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥4㻕
14 㻯㼑㼞㼢㼕㼐14 7 0.000008 226-242 65 㼟㼕㼚g㼘㼑 㻰㼑㼃㼛㼛㼐㼥 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥5㻕
15 CSSM043 3 0.000005 258-264 52 setC 㻹㼛㼛㼞㼑 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥4㻕
16 BOVIRBP 3 0.000004 147-151 56 setD 㻮a㼚㼏㼞㼛㼒㼠 㼑㼠 a㼘 .㻔1㻥㻥5㻕
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⾲ 1．SSR ࡧーカーの特ᚩおよ࣐ PID-sibling による

有用性のホ౯ 
 
 

・ Multiplex は、一ᅇの PCR で複数の㑇ఏᏊᗙをቑᖜさせるᡭἲを⾲す。  
・ PID-sibling は個体の㑇ఏᏊᆺが同一のࢡローンである可能性を示し、 

複数の㑇ఏᏊᗙを✚⟬して⟬ฟした್が 0.001 を下ᅇれࡤそこまでのᗙ

を用いて個体識別が可能とされる(ࢧンࣝࣉ 1000 個体୰にࢡローンが 
1 個体以下しかᏑᅾしないことを⾲す)。 

図 2．STRUCTURE によるᆅᇦ個体⩌間㑇ఏᵓ㐀の᥎定結果 

図 1．㑇ఏ㊥㞳 DA(Nei.1983)を用いた⣔⤫ᶞస図結果 
 ・ 図 1 と図 2 は同ࡌデーࢵࢭࢱト(ࢧンࣝࣉ数の多かった㟼ᒸ㞟ᅋからは 10 個体をᢳฟ)を用いた。 

・ ⣔⤫ᶞはᆅᇦ㞟ᅋを反ᫎした 4 つのࣛࢡスࢱーを示した。 

 

⾲ 2．ྛ SSR ーカーの࣐
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࢙࢘トࣇࢯ�・ STRUCTURE 2.3.4(Pritchard et al.2000)を用い、㑇ఏᏊᆺሗを用いてࢧンࣝࣉがいくつの分㞟ᅋに分かれ

るかを᥎定した。⦪㍈は個体がྛࣛࢡスࢱーにりられる確⋡、ᶓ㍈は個体、1 色が 1 つの分㞟ᅋを⾲す。 
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⾲ 1．SSR ࡧーカーの特ᚩおよ࣐ PID-sibling による

有用性のホ౯ 

・�Multiplex は、一ᅇの PCR で複数の㑇ఏᏊᗙをቑᖜさせるᡭἲを⾲す。�

・�PID-sibling は個体の㑇ఏᏊᆺが同一のࢡローンである可能性を示し、 
複数の㑇ఏᏊᗙを✚⟬して⟬ฟした್が 0.001 を下ᅇれࡤそこまでのᗙ

を用いて個体識別が可能とされる(ࢧンࣝࣉ 1000 個体୰にࢡローンが 
1 個体以下しかᏑᅾしないことを⾲す)。 

図 2．STRUCTURE によるᆅᇦ個体⩌間㑇ఏᵓ㐀の᥎定結果 

図 1．㑇ఏ㊥㞳 DA(Nei.1983)を用いた⣔⤫ᶞస図結果 
・�図 1 と図 2 は同ࡌデーࢵࢭࢱト(ࢧンࣝࣉ数の多かった㟼ᒸ㞟ᅋからは 10 個体をᢳฟ)を用いた。 
・�⣔⤫ᶞはᆅᇦ㞟ᅋを反ᫎした 4 つのࣛࢡスࢱーを示した。 
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PCR 反応設定 
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Cervid14 は 2:00 にて行った 
ͤ2. ただし、 
BM203、BM3628、BM4107、
TGLA53、 
BM6438、CSSM019、setC は

32cycle、 

４）ල体的なデーࢱ
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